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美郷町

豊穣の大地 きらめく自然

１．かつての「結い」の姿

【田植え】 昭和40年頃

【たばこ休み】 昭和40年頃
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２．「結い」の心の継承と現在の「結い」の一例

分野間、能力間の相互補完

「みさぽーと」の設置と調整、活動の展開

【活動例】
・小学校での水泳指導

・生涯学習活動のサポート

・各種イベントへの協力

・清掃ボランティア

・広報紙等のテープ起こし

etc・・・

住民活動センター

みさぽーと

・平成21年４月設置
・登録者数 延べ2,716名

（43団体、個人140名）

ボランティアなどの住民活動を
「したい人」と「してもらいた
い人」の橋渡し

住民活動センター

みさぽーと
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３．広義の「結い」の姿 ～自然と生活の共生～
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【条例の目的】

水環境を町民共有の貴重な財産として保全し、

次代に引き継いでいくことを目的とする。

【共通認識】

水環境は、美郷町を象徴する地域資源である。

【水環境保全の方策】

・水源域の保全

・地下水の保全

・地表水の保全

・水辺の保全

・水環境保全の啓蒙および学習

美郷町水環境保全条例

４．もう一つの広義の「結い」～自然と農業の共生～
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